
私はフィールドワークを通じて様々な場所で音を録音してきました。
東南アジアの喧騒  

森の音  
鍾乳洞の静寂  

少数民族のゴング音楽  
湖の氷がぶつかる音など  

マイクロフォンが捉えた多様な音の世界を紹介します。

スピーカー：柳沢英輔　先生

　　　　　　　    京都大学アジア研究教育ユニット・研究員

日　　 時　 ：平成２６年１１月８日（土）

　　　　        １０：３０〜１２：００

場　　 所　 ：京都大学総合博物館　ミューズ・ラボ

録音した音を聴くと、その場所の情景や記憶が
まざまざと浮かんできたり、音を通してモノや環境の隠れた
側面に気付くことがあります。このような可能性に満ちた
フィールド録音の魅力を伝えられたらと思います。

マイクロフォンが捉える
多様な音の世界

マイクロフォンが捉える
多様な音の世界

レクチャーシリーズ no.129 （ジュニアレクチャー）レクチャーシリーズ no.129 （ジュニアレクチャー）

photo by John Grzinich


